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児童の達成動機に関する研究

樋 口康彦司

The Study about Elementary School Children's Achievement Motivation 

Yasuhil王oHIGUCHI誌

The purpose of this study was to obtain the basic knowledge of elem巴ntaryschool children's 

achievement motivation. Children(Boys~ 124， Girl s~ 135) that w巴refourth， fifth and sixth grades 

were selected as subjects， and data were collect巴dby means of qu巴stionnalres

As a result of analysis， the following results wer巴 obtained

1. Factor analysis identified five factors related to achievement motivation : (1) Engag巴m巴nt

in the task， (2) Initiative， (3) Learning， (4) Success in the future， (5) Competitiveness. 

2. Schoolboys were higher than schoolgirls in achievement motivation towards initiative 

and towards comp巴titiveness.

Schoolgirls were higher than schoolboys in achievement motivation towards learning. 

Children that had broth巴rsor sisters were higher than children that had no brothers and 

no sist巴rsin achievement motivation towards engagement in the task. 

The differences in achievement motivation's scores between children that had parents and 

children that had only a parent were not significant. 

Key Words: elementarγschool child， achievement motivation， sex differences in achievement 

motivation 

目的

人を向上させ，さらにはその所属する社会・組織

の発展を促す原動力である達成動機は，従来，価値

あるものとみなされており (McClelland，196113
))， 

その全体像を解明するため多くの研究が行われてき

た。そして最近では達成動機の多次元性が指摘され

Gackson， Ahmed， & Heapy， 1976"); Cassidy & 

Lynn， 19893))，それをTAT形式ではなく質問紙法

キ関西大学社会学研究科

Postgraduate Course of Sociology， Kansai University 

によって多様な角度からとらえようとする試みが主

流となってきている。

しかし，児童に関しては，初期に行われていたTAT

図版を用いた研究(宮本， 197914
);林 ・山内・ 須藤，

19725
)) ，学習に対する動機のみに的を絞った研究，

内発的・外発的動機づけに関する実験的手法を用い

た研究(橋口， 19824
);大宮 ・松田， 198716

) が主と

して行われており ，因子分析的手法を用いた研究は

きわめて少ないと言える。Table1に， 日本において
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過去に行われてきた児童の動機づけに関する主な質

問紙形式の研究を示す。一見してわかるように，学

習に対する動機以外の研究はほとんど行われてきて

おらず，筆者の知る限りで、は児童の動機を総合的に

とらえた研究はわずかに下山・ 曾我部 (197718
)) の

ものひとつである。そして，その研究においても親

和動機測定項目と一緒に因子分析が行われているこ

と，抽出された因子に対する項目の所属が明確では

ないこと，男女の構造の違いが検討されていないこ

と，等の問題点がある。以上のように，児童につい

ては達成動機を多次元的にとらえようとする研究の

主流から取り残されている。測定法が確立していな

いということもあり，児童の達成動機に関しては，

その次元の構成，デモグラフイック特性による差異，

どのような条件によって規定されるのか，などといっ

た実に基礎的なことすら明らかにされていないのが

実情である。

ところで，なぜこのようなことになったのであろ

うか。そのひとつの原因として，次のようなことが

あるように思われる。まず，達成動機とは社会的動

機のひとつである (Murray，193815
))。そして児童の

場合まだ社会生活を送っているとは言い難いため，

彼らの主な課題である学習に対する動機ゃあるいは

主な活動の場である学校における態度をとらえてお

くだけで十分である，と考えられてきたのであろう。

しかし，例えば高校生を被験者にした樋口(1996a7
))

の研究では，進学場面において適応するには学習に

対する動機以外に，他の人に負けたくないという競

争に対する動機が必要であるということが示されて

いる。このように達成動機を多次元的にとらえるこ

とにより一次元でとらえた場合見えてこなかった事

実が現れ，その問題点を明らかにすることができる

のである(樋口19956
); 1996b8

))。そこで児童につい

ても，宣言J機づ、けと様々な変数との関係についてより

厳密に示すためには，まず動機づけを多次元的にと

らえた上でその基礎的なことを明らかにしておく必

要がある。また，今後，発達的変化に関する研究を

行っていくためにも児童の達成動機について多次元

的にとらえておく必要がある。

以上のことを受け，本研究では児童の達成動機に

関する基礎的な知見を得るために，次の 2点につい

て調査を行う。

1.児童の達成動機を多次元的に測定できる質問紙

の作成を通じて，次元構成の確認を行う。あわせて，

信頼性 ・妥当性の確認および男女による次元構成の

差異に関する検討も行う。

2.上の r1 J で作った質問紙を用いて，性別およ

び家族構成といったデモグラフィック特性の違いに

よって，達成動機得点に差異が見られるかどうかに

ついて，次元別に検討を行う。

方法

予備調査

今回の被験児に適用可能な達成動機質問項目を作

成するため，本調査に先立ち1995年 9月に大阪府下

の公立A小学校の児童，計65人(うち男子31人，女

子34人，全員が 5年生)を対象に予備調査を行った。

質問項目は，以下の2つであり，全て自由記述方式で

回答を求めた。

1.やる気のある児童の行動特性 「みなさんのまわ

りには，なにごとにもやる気をもって，がんばって

とりくむじどうと，やる気がなくあまりがんばらな

いじどうがいると思います。みなさんから見て，や

る気のあるじどうとはどのような人ですか。思いつ

いたことを(れい)にならって，じゅうに書いてく

ださい。」という教示を与え回答を求めた。得られた

回答としては r先生の話をまじめにきいているJ，rよ

く手をあげるJ，rどんどん手をあげてはっぴょうし，

わからないことはどんどんきく J，rよくべんきょう

し，テス トでもよいてんをとるJ，rしゅくだいをい

つもわすれないJ，rテス トの点がわるいと，こんど

からはしっかりしようと思う J，rねっしんにべんきょ

うをするJ，rなんにでもちょうせんするJ，rはきは

きしていて，なんでもさっさとするJ，rなにかをす

るとき，ほかのひとより，もえているJ，rなんにで

もがまんづよくがんばる人J，rどんなことにもしん

けんにとりくむJ，rみんなをひっぱっていこうとす

るJ，rもくひょうをもっている J，rまけずぎらい」

などがあった。小学生ということで言語的には未成

熟であるものの，達成志向的な児童の特徴を彼らな

りの言葉で言い表している。上記の記述は全てK]法

を用いて分類した後，質問項目の形式に改め，達成

動機測定項目作成の際のアイテムプールとした。全

体としては，宿題や，テス トの点数，授業中の態度

に言及したものが多かった。

2. やる気のない児童の行動特性「こんどははん



たいに，やるきがなくあまりがんばらないじどうと

はどんな人ですか。思いついたことを(れい)にな

らって，じゅうに書いてください。」という教示を与

え，回答を求めた。得られた回答としては rじゅぎ、ょ

うちゅう立ち歩いたり ，まんがをよんだりするわ「先

生の話をきかないJ，rじゅぎょう中，ほかの人としゃ

べったりする人J，rじゅぎょうちゅ う黒ばんのほう

をむいていないJ，rじゅぎょう中あそんでいるJ，rじゅ

ぎょう中，なんども トイ レに行くJ，r先生に見つか

らないように立ち歩いたり，自由帳で、遊ぶJ，rテス

トの点数がわるくてもそのまま気にしないJ，rうま

くりゅうをつけて，とにかくしゅくだいをしてこな

いJ，rわすれ物をするJ，rだらだらしているJ，rぼ

うっとしている」などがあった。得られた記述は全

てKJ法を用いて分類した後，質問項目の形式に改め

達成動機測定項目作成の際のアイテムプーノレとした。

全体としては，r 1. やる気のある児童の行動特性J

と同様，宿題や，テストの点数，授業中の態度への

言及が多かった。

本調査

調査時期 1995年11月。

被験児および調査方法 大阪府下に所在する公立

B小学校の児童，計259人(うち男子124人，女子135

人，平均年齢=10.7歳， SD=0.95)。全員が4-6年

生の高学年児である。なお，被験児の詳細について

はTable2に示す。今回，被験児として特にこれら

の学年を用いた理由は，以下の通りである。これま

で小学校高学年児に対しては，Tablelに示す動機づ

け関係に限らず様々な質問紙が作成され，またその

信煩性 ・妥当性も確かめられてきた実績がある。そ

こで，園児や小学校低学年児とは異なり，この年代

の児童なら自己を客観的にとらえて質問紙の適当な

箇所に印を付けることが可能であると考えたからで

ある。つまり質問紙調査が可能であると判断したの

である。それから調査方法は，質問紙を授業時間の

一昔11を使って配布したうえで回答を求め，その場で

回収するといったものであった。

質問項目の構成

達成動機測定項目 まず予備調査において見いだ

された 「学習J，r挑戦J，r継続J，rイニシアティブ」

といった次元を測定するための項目を作成した。そ

して次にJacksonetal.(1976"))， Cassidy & Lynn 

(19893
)) および樋口(19956>， 1996b8

)) の達成動機
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の多次元説を参考に，予備調査では言及されること

が少なかったものの従来の調査においてその存在が

確かめられている「未来における成功J，r競争」の

2次元をつけ加えた。それは，予備調査の際に与えた

教示の仕方や，例の出し方(学校場面の例を主に用

いた)では全ての次元を拾い上げることができなかっ

た可能性があることと，またより年齢が上の被験者

において，従来見いだされてきた次元が小学生にお

いても出現するかどうかということは興味深い問題

であると考えたからである。まとめると，小学校高

学年児童が抱いていると思われる達成動機の次元と

して (a)学習に対する動機 [Table内で‘表すときに

はLと略，以下同様]，(b)挑戦に対する窃]機 [CH]，

(c))継続に対する動機 [S]，(d)イニシアティブに

対する動機[l]， (e)未来における成功に対する動機

[F]， (f)競争に対する動機 [CO]の計 6次元を設

定した。そして，各次元につき 6つずつ項目を作成

し，とてもよくあてはまる (5点)，すこしあてはま

る(4点)，どちらともいえない(3点)，あまりあ

てはまらない (2点)，まったくあてはまらない(1点)

の5件法で回答を求めた。計36項目。

結果と考察

分析 1 達成動機測定項目の因子分析

小学校高学年児の達成動機の次元を確認するため，

計36項目に対し因子分析を行った。なお，共通性の

推定は主取h法によった。固有値の変化を明 らかにす

るためのスクリーテスト，および因子数を変えての

分析結果の内容を参考に最適な因子数を探ったとこ

ろ，ともに最適解を得たのは因子数を 5にしたとき

であった。ちなみに第V因子までで全分散の48.3%

が説明可能であり，因子数を 6にした場合は全分散

の52.1%が説明可能であった。次に，因子負荷行列

をパリマックス法，斜行プロマックス法によって回

転させた。因子聞の一部に，中程度の相闘が見られ

たため，解釈にあたっては斜行プロマックス解を採

用した。結果は Table3に示す通りである。項目選

択の際は，因子負荷量が .4以上で他の因子に対する

負荷量が .3以下であることを基準とした。以下，因

子の解釈を行う。

第 I因子 項目 r09.むずかしいことにちょうせん

するより，かんたんなことが したい。J，r12.むずか

しいことにちょ うせんするのは，やりがいがあるの
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Tablel 過去における児童の動機づけ関連の主な研究

倉智ら (1976'2)) 文章完成法による達成動機測定尺度。
6年生114人(男子71，女子43)。
計30項目(うち 3項目は緩衝項目)。

下山ら (1977'8)) 達成動機づけ尺度。
6年生108人(男子52，女子56)。
失敗への恐怖， 困難な課題に挑戦しよ うとする傾向の 2因子。
計17項目。

石川 (1987'0)) 学習に対する内発的ー外発的動機づけの尺度。
5年生154人。
チャレンジ，基準，判断， 達成，好奇心の 5因子。計20項目。

下山ら (1982'9)) 学習意欲の構造質問紙。
4年生166人(男子83，女子83)，5年生387人(男子203，女子184)，6年生270人(男子141，
女子129)。
自発的学習態度，失敗回避，従順性， 責任感，持続性，固執性，自己評価， 達成志向の態度，
自己概念の 9因子。計54項目。

相川 (1987')) テスト返却時の各教科への達成動機。
5年生171人。
計10項目。

安香ら (19922)) 学習関連人格特性尺度。
5年生130人。
知的好奇心，凡帳商さ，計画性，集中・持続カの音!-4因子。
計21項目。

渡辺ら (199320)) 学習意欲測定尺度。
4年生53人 (男子27，女子26)，5年生57人(男子28，女子29)，6年生55人(男子26，女子
29)。目標と計画的学習，自主的集中，課題意識，挑戦の計4因子。
計32項目。

註l その他，学習動機に関しては市販の調査用紙も少なくない。
註2 被験者として小学生と中学生を込みにして用いた研究はこの他にも数多く見られた。

Table 2 被験者の属性一覧

性別

男子 女子

年齢 (歳)
9 13 17 

10 36 42 

11 46 44 

12 29 32 

学年
4 38 48 

5 41 35 

6 45 52 

で好きだ。J，r08むずかしいことにぶつかったら，

すぐにあきらめて しま う。J，rZl.自分の力をのばす

ために，たくさんのことにとりくみたい。J 等が高い

負荷を示している。一見してわかるようにこの因子

には，挑戦に対する動機として設定した項目と継続

に対する動機として設定した項目とが混在している。

しかし各項目の内容をよ く検討してみると，そこに

は何かの課題に対して積極的に取り組むことに関す

る共通の概念が見て取れる。そこで「課題への取り

組みJ に対する動機の因子と命名する。なお，挑戦

と継続が課題への取り組みとしてひとつにまとまる

のは，過去，大学生に対して行われた調査結果(樋

仁1，1996c9))および高校生に対して行われた調査結

果(樋口， 1996a7
)) と同様であり， これはあらゆる

年代層に共通の特徴なのかもしれない。

第E因子 項目 rZ3.クラスのリーダーになりたい。J，

r18.みんなのだいひょうになって，みんなをしどう

したい。J，rZ8.いろいろなかっどうで， リーダーに

なりたい。」等が高い負荷を示している。この因子に

高い負荷を示している項目は全て「イニシアティブJ

に対する動機測定項目として設定していたものであ

り，何かを行う際には他の人の指示に従って行うの

ではなく自らが主導権を握って推し進めていきたい，

という内容を表している。そこで「イ ニシアティブ」

に対する動機の因子と命名する。



Table 3 組織風土測定項目の因子分析結果
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相関
VI係数

項目内容
因子負荷量

II m IV 

09.むずかしいことにちょうせんするより，かんたんなことがしたい。(CH)

12. むずかしいことにちょうせんするのは，やりがいがあるので好きだ。(CH)

08. むずかしいことにぶつかったら，すぐにあきらめてしまう 。(S)

21.自分のカをのばすために，たくさんのことにとりくみたい。(CH)

20. 自分がきめたことは，ねばり強くやりとおしたい。(S)

η
L

PU

η

L

P

0

7

f

 

「
同

υ

p
hu

nHU
F
h
d
q
、u

AU1

F
U

泊

U
2
phU

R
U

-
-

n
o
p
h
υ

ハU

FhU

5

1

1

5

3

 

n
H
v
nHu

n
川

U

A
HU

n
Hυ

円

/

O
O
Q
J

ヴ

t

pり

つ
ム
。
。

7

n

υ

Q

d

句

i

n
u

-
-

つ
白
、
』

一

一

ハ叫
Jv

nxυ

ハ川
J

n

，lu
n
g
h
u

nx
u
Fh
d
n
x
u

S4
a
nノM

AHv
n
H
u
n
，
ム
守
l&

ハHU

必

4a

ハHv

n

，lu

nxu

ゥ
，

n

U

E

J

n

y

A

q

η

臼

η

L

A

U

1

4

n

U

ハU

R

υ

7

s

R

υ

η

4

1

i

 

p
h
V
AUa

p
内

d

phu

phu

丹，
f

円，
f
p
h
υ
p
h
υ
r
、υ

03 にがてなことをとくいにするために，どりょくをつづけたい。(S) ト55則一 028 .181ぺ 113 .0371 .473 

14. ぼく(わたし)は，なにごとにも，がまん強くとりくみたい。(S) 1.5131 .276 .121 -.042 .0171 .562 

25. しっぱいのかのうせいが高くても，新しいことにどんどんとりくんでいきたい。(C印 1 .51川 065 .157 .145 -.0851.753 

31.だれもできないような，むずかしいことにちょうせんしてみたい。(CH)ι5創 103 .153 .087 .1031 .493 

29 ほかの人がいやがるようなむずかしいことにでも，がんばってとりくみたい。(S) .520 .046 .334 .017 -.047 

02. いままでやったことがないことにでも，じぶんからすすんでとりくみたい。(CH) .438 .029 .353 -.039 -.037 

36 一度やりはじめたことは，さいごまでやりとおさないと気がすまない。(S) .393 .001 -.074 .104 .132 

23 クラスのリーダーになりたい。(1) • 058 i.86司 013ー 150.0411.742

18.みんなのだいひょうになって，みんなをしどうしたい。(1)

28 いろいろなかっどうで， リーダーになりたい。(1)

13 なにをするときでも，自分がみんなをひっぱっていきたい。(1)

06 自分のかんがえたことに，みんなをしたがわせたい。(1)
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34. なにかをするときは，だれかのめいれいをき くより ，自分がめいれいしたい。(1) -.057し旦到 -.253 .107 .0081 .408 

1O.おとなになったとき，どんなしごとをしたいかについて，もくひょうをもっている。 122 .155 .089 -.068 .068 

17. じしゅうの時間には，みんながあそんでいても，ぼく(わたし)は勉強する。(L) ー

33 ぼく(わたし)にとっては，あそびより勉強のほうがたいせつだ。(L)

27.勉強のためなら，テレどをみたり，ゲームをしたりするのをがまんできる。(L)

22. ぼく(わたし)はいつも，いっしょうけんめいに勉強する。(L)

35.ほかの人が，がんばっているすがたを見ると， r自分もまけずにがんばろう]， と思う。(CO)

19.おとなになったら，人からそんけいされるようなしごとがしたい。(F)

26 しようらいは，人からそんけいされるようなえらい人になりたい。(F)

16 どりよくしてえらくなった人の話をきくと， r自分もしようらいこんな人になりたいなJ，と思う。(F)

05. しようらい，よい大学に入りたい。(F)

01.よいせいせきをとるために，もっともっと勉強したい。(L)

11 ぼく(わたし)は，テストのてんすうをあまり気にしない。(L)

32. しようらい， りっぱな人になるために，いまは，ひっしでがんばりたい。(F)

30. ほかの人ときょうそうしてまけると，とてもくやしくなる。(CO)

04目人とのきょうそうには，とにかくかちたい。(CO)

15 きょうそうで，人にまけるのには，がまんできない。(CO)

24 人ときょうそうするのはき らいだ。(CO)

07.ぼく(わたし)は，r他の人にまけた くない1. というきもちが強い。(CO)
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戸

一

一

因子名
(因子間相関)

(a) 
日 E IV V 

第 I因子課題への取り組み 1.000 821 

第E因子イニシアティブ 274 1.000 821 

第皿因子学習 397 146 1.000 760 

第IV因子未来における成功 403 320 291 l.000 719 

第V因子競争 174 384 061 240 1.000 790 
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第E因子 項目 r17じしゅうの時間には，みんな

があそんでいても，ぼく(わたし)は勉強する。J，r33 

ぼく(わたし)にとっては，あそびより勉強のほう

がたいせつだ。J，r27勉強のためなら，テレビをみ

たり，ゲームをしたりするのをがまんできる。」等が

高い負荷を示している。いずれの項目も勉強に対し

て積極的に取り組むことに関する内容を表しており，

「学習」に対する動機の因子と命名する。

第IV因子 項目 r19.おとなになったら，人からそ

んけいされるようなしごとがしたい。J，r26しよう

らいは，人からそんけいされるようなえらい人にな

りたい。J，r 16どりよくしてえらくなった人の話を

きくと[j'自分もしようらいこんな人になりたいなJ]，

と思う。」等が高い負荷を示している。この因子に高

い負荷を示している項目は全て未来における成功に

対する動機測定項目として設定していたものであり，

将来における成功を志向することに関する共通の概

念が見てとれる。そこで第W因子は「未来における

成功」に対する動機の因子と命名する。

第V因子 項目 r30.ほかの人ときょうそうしてま

けると，とてもくやしくなる。J，r04.人とのきょう

そうには，とにかくかちたい。J，r15きょうそうで，

人にまけるのには，がまんできない。」等が高い負荷

を示している。この因子に高い負荷を示している項

目は全て競争に対する動機測定項目として設定して

いたものであり，他者との競争を志向することに関

する内容を表している。そこで 「競争」に対する動

機の因子と命名する。

Murray (193815
)) は達成動機の定義として (a)

困難なことを成し遂げること， (b)自然物・人間 ・

思想に精通し，それらを処理し，統制すること，(c) 

障害を克服し，高い水準に到達すること， (d)自己

を超克すること，(巴)他者と競争し，これを凌ぐこ

と， (f)才能をうまく使い，自尊心を高めること，と

いう基準を示している。因子分析の結果抽出された

5次元のおのおのは，上に示す (a)-(f)の基準のい

ずれかあるいは複数に該当し，Murrayの定義する達

成動機概念に即したものであると言えるだろう。

そして因子分析の後，尺度の妥当性に関する検討

を行った。具体的には，まず最初に，当初設定した

構造と因子分析で得られた構造との関係を見てみた。

その結果，これらふたつはほとんど一致しており，

理論的に矛盾する結果は示されていないことを確認

した。そして次に，採用した項目をランダムに並び

替え，その後に 5つの因子名を提示し，各項目がど

の因子に属するか，について社会心理学専攻の 5人

の大学院生に判定を求めた。結果， 5人の判定は因

子分析の結果と100%一致した。そこで，妥当性は保

たれているとした。

次に尺度の信頼性に関する検討を行った。まず，

Table3の右端には樋口 (19956
)，1996b8)) に倣い 「当

該項目の尺度得点」と 「その項目以外の尺度得点の

総和」との相関係数の値を因子ごとに示した。求め

られた相関係数はどの因子においても高い値を示し，

全てpく 01水準で有意で、あった。またTable3の右

下にはα係数も示したが，全てがほぼ満足すべき値

となっている。以上の結果から尺度の信頼性も保た

れているとした。

そして最後に，本分析の結果得られた男女全ての

被験児を混みにした因子分析の結果が，男子児童，

女子児童それぞれにおける因子の構造を正しく反映

するものであるかどうかについて，つまり男女聞に

おける達成動機次元の共通性について確認すること

にした。具体的には，斜行プロクラテス法を用いて，

次の (a)ー (f)の手続きにより因子聞の一致性を算出

した。(a) 因子分析の結果抜け落ちた項目(どの因

子にも所属しない項目)のデータを削除する。 (b)

当該項目の所属する因子に1.0 (ただしマイナス負荷

の項目には-1.0)，それ以外の因子にOを入れたマ ト

リックスを作成する。 (c)前の (b) で作成したマ ト

リックスをターゲッ トにして，男女ごとのデータ行

列を斜行プロクラテス法により 回転させる。 (d)柴

田 ・辻岡 (1984)を参考に一致性係数を算出する。

Table4にその結果を示すが，全てにおいて満足すべ

き高い一致性係数が得られたと言えるだろう。

Table 4 プロクラテス回転後の因子聞の一致性係数

達成動機因子名
性別

男子 女子

第I因子課題への取り組み 968 921 

第E因子イニシアティブ 897 838 

第E因子学習 789 726 

第W因子未来における成功 872 697 

第V因子競争 952 .908 
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Table 5 達成動機得点の平均値， SDおよびt検定結果(男女別)

性別
達成動機

男子平均値 女子平均値
t値

第 I因子課題への取り組み 32.3 (7.1) 

第H因子イニシアティブ 16.6 (5.5) 

第四因子学習 9.4 (3.6) 

第N因子未来における成功 14.4 (3.9) 

第V因 子 競 争 18.7 (4.6) 

註 *p<.05，料 ρく .01

分析 2 デモグラフ ィッ ク特性の違いによる達成動

機の差異

本分析では性別や家族構成といったデ、モク、、ラフイツ

ク特性の違いにより達成動機に差があるかどうかに

ついて検討する。

まず性差から検討したい。Table5は尺度得点の

平均値とSDの値を示したものである。男女の得点差

について t検 定(両側検定， Table5参照)を行っ

たところ第 I因子の課題への取り組みと第N因子の

未来における成功に関しては差がなかったが，第 E

因子のイニシアティブ，第E因子の学習，そして第

31.9 (5.9) t (239) = O. 521 

14.9 (5.2) t (257) = 2.543三

ll.O (3.5) t (257) = -3.443同

14.2 (36) t (257) = 0.384 

17.3 (4.6) t (257) = 2.374当

V因子の競争については被験児の数が多いこともあ

り有意差が見られた。つまり ，イニシアティブと競

争については男子の方が女子よりも得点が高く ，学

習については逆に女子の方が男子よりも得点が高かっ

た。 しかし t値，そして実際の得点差は小さい。

次に，家族構成の違いにより達成動機に差がある

かどうかについて検討することにした。まず，きょ

うだいの有無(ひとりつ子か否か)，父親の有無(母

子家庭か否か)，母親の有無 (父子家庭か否か)を基

に男女別に被験児を分類し，各達成動機の平均得点

とSDを算出した。結果は Table6に示す通りであ

Table 6 達成動機得点の平均値，SD (タイプ別)

性別 性別

男子 女子 男子 女子

父親 ・有，母親 ・有，きょうだい ・有タイプ 父親・無，母親 ・有，きょうだい ・無タイ プ
類型① 類型⑦ 類型④ 類型⑩
(N = 109) (N = 117) (N= 1) (N =0) 

第 I因子課題への取り組み 32.6(7.1) 32.1(6.0) 第 I因子課題への取り組み 38.0 

第H因子イニシアティブ 16.6(5.5) 14.7(5.4) 第日因子イニシアティブ 8.0 

第E因 子 学 習 9.5(3.5) ll.0(3.5) 第皿因子学習 13.0 

第W因子未来における成功 14.3(4.0) 1'1.1 (3.5) 第N因子未来における成功 19.0 

第V因子競争 18.7(4.6) 17.3(4.6) 第V因子競争 7.0 

父親 ・有，母親・有，き ょうだい ・無タイプ 父親 ・有，母親 ・1!¥¥，きょうだい ・有タイプ
類型② 類型③ 類型⑤ 類型⑪

(N = 10) (N=7) (N =2) (N =0) 

第 I因子課題への取り組み 26.7(5.5) 31.0(2.5) 第 I因子課題への取り組み 32.0 (2.8) 

第日因子イニシアティブ 18.1(5.2) 157(4.4) 第H因子イニシアティブ 12.0 (2.8) 

第四因子学習 8.4(4.1) 9.0(24) 第E因子学習 8.0(0 ) 

第N因子未来における成功 13.7(3.4) 14.4(3.3) 第N因子未来における成功 14.5 (4.9) 

第V因子競争 17.7(3.7) 17.2(4.7) 第V因子競争 15.5(4.9) 

父親 ・無，母親 ・有，きょうだい・有タイ プ 父親 ・ 有，母親・ 1!~，きょうだい ・ 無タイプ
類型③ 類型⑨ 類型⑥ 類型⑫

(N=5) (N=7) (N= 1) (N =0) 
第I因子課題への取り組み 29.6(9.6) 31.8(3.7) 第 I因子課題への取り組み 41.0 

第H因子イニシアティブ 14.2 (5.4) 17.1(4.4) 第E因子イニシアティブ 23.0 

第E因子学習 10.0(6.1) 11. 7 (3.9) 第E因子学習 16.0 

第W因子未来における成功 16.4(4.0) 13.8(4.2) 第IV因子未来における成功 20.0 

第V因子競争 21.0(2.2) 17.7(4.9) 第V因子競争 20.0 

註 父親，母親共にいない被験児は存在しなかった。
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Table 7 達成動機得点の平均値，SDおよびt検定結果(きょうだい条件別)

きょうだい条件
達成動機 有り 無し 11直

平均値 (SD) 平均値 (SDl

第 I因子課題への取り組み 32.5 (6.5) 28.4 (4.9) 1 (237) = 2.488'ド

第H因子イニシアティブ 15.7 (5.5) 17.1 (4.9) 1 (237) =ー1.015

第阻因子学習 10.2 (3.5) 8.6 (3.4) 1 (237) = 1.826+ 

第N因子未来における成功 14.2 (3.7) 14.0 (3.3) 1 (237) = 0.248 

第V因子競争 18.0 (4.7) 17.5 (4.0) 1 (237) = 0.451 

註ヲ<.10， *pく .05

Table 8 達成動機得点の平均値，SDおよびt検定結果(両親条件別)

両親条件
達成動機 両親有り

平均値 (SDl

第I因子 課題への取り組み 32.2 (6.5) 

第H因子 イニシアティブ 15.8 (5.5) 

第国因子学習 10.1 (3.6) 

第W因子未来における成功 14.2 (3.7) 

第V因子競争 18.0 (4.6) 

るが，被験児の数が Oやひとりといったセノレも存在

している。そこで，父親，母親，きょうだいの有無

をそのままの形で要因として用いて，分散分析やセ

ノレご、との t検定を行うことはできないことが判明し

た。このようにデータの性質により分析方法に制限

があるため，今回は以下の 2点についてのみ検討の

対象にする。

まず第 lに，両親，きょうだいともに有りのタイ

プ(類型①+⑦)と，両親はいるがきょうだいのい

ないタイプ (類型②+⑧)の 2群を t検定により比

較し，きょうだいの有無の効果(ひとりつ子の問題)

について検討することにした。つまり両親のいるこ

とを前提に，きょうだいのいる児童とひとりつ子で

ある児童の達成動機の差異に関する検討を行うこと

にした (Table7参照)。その結果，きょうだいのい

る児童とひとりつ子の児童とでは達成動機第 I因子

において有意な差が見られ，きょうだいのいる児童

の方が，そうでない児童よりも得点が高いという こ

とがわかる。きょうだいのいることで，課題への取

り組に対する動機が刺激され，高まるのかもしれな

レ、。

第 2に，両親ともに有りのタイプ(類型①+②十

⑦+⑧)と両親のうちいずれかが無しのタイプ(類

片親のみ t値

平均値 (SD)

30.8 (6.7) 1 (257) = 0.901 

15.0 (4.8) 1 (257) = O. 634 

11.2 (4.5) 1 (257) = -1.188 

15.4 (4.3) 1 (257) =ー1.347

17.6 (4.6) 1 (257) = 0.344 

型③+④+⑤+⑥+⑨)を比較することによって，

片親家庭児の問題について検討することにした (Table

8参照)。その結果，両親の揃っている児童とそうで

ない児童との聞には，達成動機の全ての因子におい

て有意な差が見られなかった。両親のうち，いずれ

かが欠けていたとしても，もう一方の親からの働き

かけが一方の不在を補う形で強くなったり，その他

の人からの働きかけが両親の揃っている児童以上に

行われるといったことがあるのかもしれない。いず

れにせよ，この結果は，片親であることが達成動機

の形成に不利な影響を及ぼすことはない，というこ

とを示唆している。

まとめ

本研究においては児童の達成動機に関する基礎的

な知見を得るため，その達成動機の次元の確認，デ

モグラフィック特性による差異について調査を行っ

た。被験児としては公立小学校の高学年児童259人(男

子124人， 女子135人)を用いた。質問紙法による調

査の結果，以下のことが明らかになった。

l 達成動機の因子と して， 課題への取り組み，

イニシアティブ，学習，未来における成功，競争，

の5因子が男女ともに確認された。



2. 達成動機の性差について知るため，男女の平

均得点を t検定によって比較した。その結果 rイニ

シアティブ」と「競争」 の因子において男子の方が

女子よりも得点が高く ，一方 「学習」の因子におい

て女子の方が男子よりも得点が高いという結果が示

された。

それから，きょうだいのいる児童とひとりつ子の

児童とでは達成動機第 I因子の課題への取り組みに

対する動機において，きょうだいのいる児童の方が

いない児童よりもその得点が有意に高かった。また，

両親の揃っている児童と片親の児童との聞には達成

動機の全ての因子において有意な得点差は見られな

かった。
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